


栗山町を象徴する「栗（くり）」

接木を意味する「graft（グラフト）」

＋



“接木”とは？

接木という言葉にはあまり馴染みがないかもしれま

せん。

接木とは、2つ以上の植物を接着し、1つの新たな個

体にする技術です。植物の枝や芽などの一部を切り

取り、ほかの植物の枝や幹に切断面を作って接ぎ合

わせます。

この接木をすることによって、より病害虫に強く

なったり、大きな実を生らすようになったりするの

です。

接木 -［名］(スル) 枝などを切り取って、同
種または近縁の他の植物の幹に接ぐこと。

つ ぎ き



栗の木が、接木によってより丈夫に、より大きな実を生らすよ

うに。

私たち栗山町も、町内外から集まって来てくれた人たちと交流

を行うことによって、さらに活気あふれるまちになってほしい。

そしてその拠点が、ここ「くりふと」であってほしい。

そんな思いを込めてこの愛称となりました。



コンセプトを作る前に、

気持ちをまっさらにして、

3つのことを考えてみました。



栗 自然

栗山町を象徴するものってなんだろう？

オオムラサキ 居心地の良さ

ヒト

多様性

ふるさと

歴史

派手さはない

祭り 発展途上



「栗山煉瓦創庫くりふと」は

どんな場所なんだろう？

交流

ホスピタリティ

情報発信基地

教育

学び

自分の居場所

交流

チャレンジ

仲間ができる

発見

案内窓口

おでかけ先

立ち寄りたい場所

食

出会い



「栗山煉瓦創庫くりふと」を通じて

目指したい栗山町ってどんな姿だろう？

帰ってくる場所

栗っ子Uターン

子ども達が
帰ってこられる場所

なりわい創出

結果が出せる

夢を実現できる

ワカモノ・
ヨソモノが集う

ワカモノ・
ヨソモノが活躍する

栗山の象徴となるものを
つくる

体験よりも体感できる

ひとがひとを
呼び込む

町民がまちを
元気にする

話題が絶えない

町民が
自慢できるまち

にぎわいが
波及していく



こうして「栗山煉瓦創庫くりふと」に込めたい

３つのテーマが浮かび上がってきました



０１『栗山煉瓦創庫くりふと』で繋がる

０２『栗山煉瓦創庫くりふと』で育つ

０３『栗山煉瓦創庫くりふと』で生まれた賑わいの波及
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枝が伸びている角度は、137.5°

植物は137.5°ずつ葉をずらしながら

ついているため日光をまんべんなく

浴びることができる

＝栗山町や施設の成長を表す角度

くりふとの「く」がしっかりと噛み合って

繋がり、接木が行われている様子

このロゴを幾つも組み合わせると、

広がりのある新たなパターンデザインが生まれる

０２ 育つ

０１ 繋がる

０３ 賑わいの波及

■『栗山煉瓦創庫くりふと』のロゴについて



０１『栗山煉瓦創庫 くりふと』で
繋がる



町内には魅力的な人たちがいたり、魅力的なものがたくさ

んあるのに、どこで出会えるかがわかりませんでした。

０１『栗山煉瓦創庫くりふと』で繋がる



これからは、ここに来れば町内に点在していた

魅力的な人たちや、魅力的なものと繋がること

ができます。

たとえ一度離れてしまったとしても、くりふと

で生まれた繋がりが、その人を再び栗山町へ呼

び寄せるきっかけになってくれるはずです。

０１『栗山煉瓦創庫くりふと』で繋がる



０２『栗山煉瓦創庫 くりふと』で
育つ



０２『栗山煉瓦創庫くりふと』で育つ

栗山町のヒトやモノと繋がると、

これまで栗山町を通ったことしかなかった人も

ただ住んでいるだけと思っていた町民ですら、

まちへの“愛着”が育ちます。

「こんな取り組みがあったんだ」

「こんなに頑張っている人がいたんだ」

栗山町、なんか好きだなぁ。



０２『栗山煉瓦創庫くりふと』で育つ

生まれた“愛着”は新たな挑戦に繋がるでしょう。

「栗山町でこんなことがしたい」

「もっとこのまちを盛り上げたい」

いつの日か、ここを訪れた人自身が

まちに賑わいや生業を生み出す

“主人公”に育っていってほしいです。

栗山町の“主人公”に育つ



まちへの“愛着”を持った

“主人公”たちによって、栗山町自体が

成長と発信を続けるまちへ

育っていくでしょう。

０２『栗山煉瓦創庫くりふと』で育つ



０３『栗山煉瓦創庫 くりふと』で
生まれた賑わいの波及



『栗山煉瓦創庫 くりふと』で人と人とが繋がり、

成長と発信を続けるまちに育つことによって、

栗山町には賑わいが生まれます。

でも、栗山町に賑わいが生まれることだけが

ゴールではありません。

０３『栗山煉瓦創庫くりふと』で生まれた賑わいの波及



栗山町は人口減少、少子高齢化など、さまざまな課題を

抱えています。

しかし、それはきっとたくさんのまちが抱えている課題

でもあると思います。

だからこそ、『栗山煉瓦創庫 くりふと』を拠点に

地方からにぎわいを生み出し、

そのにぎわいを全国に波及させていくことを目指します

０３『栗山煉瓦創庫くりふと』で生まれた賑わいの波及



くりふと、そして栗山町を中心に

北海道、日本へと賑わいを

波及させていく拠点になります。

０３『栗山煉瓦創庫くりふと』で生まれた賑わいの波及



『栗山煉瓦創庫 くりふと』のロゴのモチーフは“接木”です。

ここを訪れれば、栗山町のすべてに繋がることができる、

そんな施設を目指しています。

そして、

「なんだかふるさとが誇らしいな。」

「ここで新しい挑戦をしてみようかな。」

と感じる人が増えてくれると嬉しいです。

そんな人たちの存在によって、

栗山町は大きな栗の樹のように強く、

長く続くまちになっていくのだと思います。

より大きな実を生らすため、たくさんの栗山町民と

ここを訪れた人が交流（＝接木）する場所でありますように。
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